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が
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を
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て
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て
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り
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蜂
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に
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て
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に
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花
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中
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熟
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落
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七
五
三
は
十

一
月
十
五
日
に
、
三
歳
、
五
歳
の
男
児
、
三
歳
、
七
歳
の
女
児
を
祝
う
行
事
、
三
歳
児
の
「髪

置
」、
五
歳
児
の
「袴
着
」、
七
歳
児
の
「帯
解
」
の
、
別
々
の
行
事
が
、
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
多
分
五
歳
児

を
紳
士
服
姿
に
さ
れ
た
ら
余
り
に
も
お
父
さ
ん
に
よ
く
似
ら
れ
た
の
を
よ
ま
れ
た
句
で
、
下
の
句
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
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